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朝霞市 TMGあさか医療センター にて開催

����年　� 月� 日 �：��～��：��（日曜日） （日曜日）

主催：TMGあさか医療センター（神経集中治療科）
協賛・後援についての詳細は、ホームページにてご確認いただけます。

子どもメディカルラリーHP



第１回  

令和７年11月1日から開始します

開催日:2026年3月1日（日） 時間 :9：00～17：00

エントリー方法

会場

申込開始日

お問い合 せ

小学４〜６年生の3人でチームを組んでください
同じ小学校・同じ学年である必要はありません。
下記のQRコードからお申し込みください

参加資格：小学４〜６年生 ［3名１組 ］で申し込みをお願いします。

参加費無料
予定参加人数：10チーム（合計30名）
持参物品：昼食、飲料水、調節のしやすい服装

※朝霞市を中心とする南西部医療圏の小学校高学年（保護者同伴）　

※応募者多数の場合は抽選となります。

TMGあさか医療センター（神経集中治療科）
HPの問い合わせフォームからお問合せください
https://www.asakadai-hp.jp/kids_medicalrally/

このラリーでは、心肺蘇生（胸骨圧迫）、AED、���番通報、応急手当、災害時の対
応など、命を守るための大切な知識と技術を、医療スタッフ
の指導のもとで学びます。

子どもメディカルラリーとは？

エントリーフォームへ登録後、登録内容確認メールが送信されま
す。受信された登録内容確認メールは、出場決定通知ではござい
ません。 出場決定通知は、改めてメールにて通知させていただきま
す。主催者がレクリエーション障害補償保険に一括加入します。 保
険の適用範囲は契約内容に基づくものとし、主催者の指示を遵守
しなかった場合や不適切と判断されば場合には、適用することが
できません。
競技中に収集したデータを医学・福祉研究に使用しますが、主催者
は、個人情報の重要性を認識し、個人情報の保護に関する法律お
よび関連法令等を遵守し、個人情報を取り扱います。
ホームページ・メディア等への写真および動画掲載を予定していま
す。恐れ入りますが、ご同意の上お申し込みをお願いいたします。

さらに詳しい情報は
こちらをご覧ください。

エントリーページ

TMGあさか医療センター
〒���-���� 埼玉県朝霞市溝沼����-�

   

東京メトロ有楽町線・副都心線・東武東上線：朝霞台駅下車 北口より徒歩11分

　　　　　　　　　　　　 ＪＲ武蔵野線：北朝霞駅下車 東口より徒歩11分

★ 無料シャトルバスも運行しています。
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アクセス

東京メトロ有楽町線・副都心線・東武東上線
朝霞台駅下車 北口より　徒歩��分
ＪＲ武蔵野線
北朝霞駅下車 東口より　徒歩��分 アクセス案内

（病院ホームページ）

お車の方は南側の正面駐車場をご利用ください。
※病院裏手の第二駐車場（ヤオコー側）は一般車両は駐車禁止です。

子どもたちが命と向き合う“はじめの一歩”

経験が未来を変える

あさか子どもメディカルラリー

もしもの時に、自分の安全を守りながらケガや急病に適切な手当てができる力を
育む体験型イベントです。
出発点は「助けたい」「なにかできるかも」という小さな想い。
子どもたち自身が考え、行動しながら命を守るための知識や技術を学びます。
――助ける力を未来へつなぐ、特別な一日です。

もしも、ともだちが突然ケガをしたら？
もしも、目の前で大切な人が倒れたら？

“いざというとき”に役立つ方法を学んだ後、実際の医療現場を再現したリアルな
環境で挑戦します。
ただ知識を得るだけではなく、自分の手で、仲間と協力しながら命を守る行動に
取り組む――それがこのラリーの大きな目的です。
学んだ力を発揮し、その対応力や応急処置の正確さを競い合う、競技形式の体験
型イベントです。

その時、目の前の「命」を救う行動が
できるでしょうか？

みなさんの参加を

お待ちしています！

　初めての心肺蘇生、初めての応急手当――
　　その時の「ドキドキ」や「誰かの役に立てたかも」という実感は、　
　　子どもたちにとってかけがえのない経験です。
　　今はまだ人を助ける立場ではないかもしれません。
　　けれど、「知っている」「やったことがある」「やってみたいと思った」
　　――そんな小さな経験の積み重ねが、きっと未来の力になります。

子どもたちが医療の現場にふれ、「誰かを想う気持ち」と「行動する勇気」を育む
ことができる特別な機会です！


